
2023年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL05723B06）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

モルディブ G182 小学校教育 20～45
歳のみ 個別 新規

1代目 2年 ・2024/2 ・2024/3 ・
2025/1

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

ハマド スクール

3）任地（ ラーム環礁ガン島 ） JICA事務所の所在地（ 首都マレ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

人口約3,800名のラーム環礁ガン島の3つある内の1つの公立学校であり、1998年にカタール政府の援助により設立され
た。 就学前教育(4歳)から後期中等教育12年生(18歳)で構成され、2023年7月現在、児童・生徒数は684名(男子340名、
女子344名)、教員数は66名(内18名はインド人、各1名はスリランカ人、エジプト人)、2023年度の予算は約100万USDで
ある。同島は農業が盛んな島である。これまで同島には1名の隊員がスポーツセンターに派遣されバレーボール指導にあ
たったが、同校への隊員派遣実績はない。

【要請概要】
1）要請理由・背景

「読み・書き・計算」を重視した主要教科中心であったが、近年、教育省は児童・生徒の心身の健全な発達に注目し、
体育、図工、音楽(芸術)等の新カリキュラムを導入している。しかし、学校現場において同分野の知識を有する教員は
ほぼおらず、適切に授業が実施されていない。同校では、選択科目である音楽科授業を実施し、放課後の吹奏楽部を運
営したいと考えているが、指導可能な教員の人材確保に至っておらず、政府から支給された楽器一式も活用されていな
い。このような状況下、隊員は音楽の経歴がない現地教員と協働し音楽科授業の基盤を構築し、吹奏楽部の運営が求め
られている。そして更には専門知識のない教員らが実施している体育科授業の指導力強化が求められ要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.現地教員と協力し、音楽の基礎知識を教えながら授業を実施する。(授業は1コマ35分。授業間の休憩時間なし。各学
年週2コマ音楽(芸術)の時間があるため、隊員が赴任後に担当コマ数が決まる。)
2.吹奏楽部顧問としてブラスバンドの指導、運営にあたる。(1日2時間)
3.体育担当の教員と協力しながら、体育科の授業を行い、教員らのスキルアップ、指導力強化を図る。
2023年7月現在、体育科授業は34コマ(1コマ35分)/週実施されているが、隊員が赴任後に担当コマ数が決まる。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

吹奏楽用楽器1式、ハンドボール、テニスラケット・ボール、縄跳び、ハードル等

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL05723B06_1.jpg?t=1698042586
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL05723B06_2.jpg?t=1698042586
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL05723B06_3.jpg?t=1698042586


4）配属先同僚及び活動対象者

音楽カウンターパート(40代、女性、20年以上の経験)
※教員経験はあるが、音楽に関する知識は少ない
体育担当教諭:2名(20代、女性、2年の経験)
※教員経験はあるが、体育に関する知識は少ない
対象者(音楽、体育):(1-8年生の男女、年齢6-14歳)
吹奏楽クラブ対象者:6-10年の男女

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（小学校教諭）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：配属先の指定条件

[経験]：（教員経験）2年以上　備考：配属先の指定条件

[参考情報]：

　・吹奏楽部の指導経験があると尚よい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（28～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
住居は隊員専用シャワー・トイレ付の1室が提供されるホームステイ型の予定。
生活使用言語はディベヒ語。
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